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実績情報

平成30年度　行政評価委員会評価表 今後の方向性

事業名 ぜん息児水泳教室
担当部 健康部 評価の

視点
①方向性
②実施内

容
③実施方

法

②

　 ぜん息を持つ児童数の総数は減少傾向にある中、罹患率は約４％と大きく変化していないが、罹患者全体から見
た本事業への参加者の割合は5.6％に留まっている。ぜん息を持つ児童は区内全域にいる一方、競争入札により同
一事業者が受託しているため本事業の開催場所に偏りがあり、再参加者の割合も高い。より多くの新規の児童が
本事業に参加できる仕組みづくりが必要である。
　 また、参加者に継続した体力づくりへの動機づけを行うための仕組みについてもご意見をいただきたい。

担当課 地域保健課

基本情報

施策
番号

施策 0101 地域ぐるみの健康づくりを展開し、区民の健康づくりを支援します

所管課
の見解 改善

　 区内複数か所で水泳教室を開催するなどの工夫をすることで、より多くの新規の児童が本事業に参加できる体制
を整備していきたいと考えている。
　 また、水泳教室の成果について、受託事業者から児童と保護者に報告をする仕組みを作ることで、児童や保護者
に対して継続的な体力づくりへの動機づけを行える体制を整備していきたいと考えている。

事業の目的
水泳をすることによりぜん息の症状の改善につなげていくことを目的とする。また、本事業への参加をきっかけとして、水泳
以外にも定期的に運動を続けるなど継続した体力づくりにつなげる。

実施内容

■　事業内容
　ぜん息を持つ区内在住の小学生を対象として、ぜん息症状の改善につなげることを目的として、水泳教室を実施するとと
もに、保護者を対象に知識普及のための講演会を実施するもの
■　経緯
　平成17年度から事業開始。当初は区が委託する水泳指導員が指導
　平成20年度から民間事業者（スポーツクラブ）に業務委託
　※　区は参加者の募集及び決定を行う。事業の実施については、医師や看護師の配置、会場（プール）の提供を含め民
間事業者（スポーツクラブ）に委託している。
■　平成29年度実施状況
【募集方法】医療機関へのポスターの掲示（450枚）、区ホームページ掲示、区内全小学校にリーフレット配布（22,000枚）
【対象者】　ぜん息を持つ区内居住の小学校１年生～６年生　　【募集数】45人（応募多数の場合は抽選）
【費用】参加費の自己負担無し（保険料は自己負担）　　【時期】６月～３月　毎週月曜日（施設休館日）年間36回
【プログラム】泳力により３～４グループに分け、専任コーチが泳力の向上を指導する。一定期間に泳力を確認し上級のク
ラスに行く。
【実施場所】セントラルウェルネスクラブ京成小岩（所在地： 飾区鎌倉４－２－１）
【講演】　子どもがプールに入っている間に、保護者に対して、専門医を招いてぜん息の検査や診断、発作時の対応と発作
を起こさないための治療、環境整備の重要性、健康の管理などについて講演を行っている。

コスト内訳（決算）（千円）

項目 27年度 28年度

収
入

特
定
財
源

国庫支出金 0 0

都道府県支出金 0 0

その他 3,030 2,759

2,743

2,850

一般財源（a） 379 379

3,014

2,538

事
業
費

直接事業費（b）

通信運搬

消耗品費

委託費

28年度 29年度

目
標

成果指標

30年度

％
目標

目標・
実績

指標 指標の根拠 単位 区分 27年度

満足度
「事業に参加した満足
度」

90 95

実績 85 95 92

95
95

目標

実績
人件費

人
件
費
等

職員人件費（c）

間接費（d）

活動指標
トータルコスト（f=b+c+d+e）

退職給与引当

（控）コスト対象外

金利

調整額（e）

実績の
評価・
分析

　 本事業は平成20年度から民間事業者（スポーツクラブ）に委託して実施している。
　 参加者の「事業に参加した満足度」については「たいへんよかった」「よかった」と回答した割合が、85％～95％と、満足度の高い
事業となっている。
　 参加者数について、平成27年度は目標値を下回っているが、これは、実施場所が青戸から江戸川区との境、鎌倉に変更になった
ためと思われる。また、平成27年度以降は会場が固定化しているため再参加者が多くなっている。なお、平成29年度参加者に占め
る再参加者の割合は、66％である。

再雇用職員

減価償却費

目標・
実績

指標 指標の根拠 単位 区分 27年度

目標

28年度 29年度

目
標

30年度 単
位
あ
た
り
コ
ス
ト

項目

1,040 1,134
1,134 単位の定義

開催日数 開催日数 日
目標 36

参加者数 参加者数 人
目標 1,040

36 36
36

実績数値（g）

実績 864 1,124 1,087

単位あたりコスト（ｆ/ｇ）

実績 36 36 36 単位あたり区単コスト（a/ｇ）

実績

目標

実績

3,983.80円 2,831.85円

1,087

359.71円

3,212.51円

33

0

438.66円 337.19円

44

125

25

0

0.00人 0.00人

2,850

延べ参加者数（人）

0 0

3,442 3,183

29年度
0

0

3,053

391

3,044

47 47

23 33

12594

395 395

395 395

0.05人 0.05人

45

0 0

0 0

33 45

400

400

0.05人

0

0.00人

48

0

0

48

0

3,492

コストの主な内訳

公害健康被害予防事業助成金（独立行政法人環境再生保全機構）

ぜん息水泳教室実施委託費

ピークフロー測定用マウスピース

主治医意見書・決定通知書送付等

27年度 28年度 29年度
コ
ス
ト
増
減
の

主
な
理
由

　平成29年度は前年に比較して、延べ参加者
が減少したため、単位コストが上がった。

864 1,124
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○本田(25)

○梅田(14)

○川端(22)

○渋江(19)

○よつぎ(19)

○木根川(0)

○葛飾(0)

○清和(23)

○奥戸(16)

○南奥戸(15)

○上小松(24)

○二上(27)

○上平井(19)

○松上(1)
○小松南(0)

○綾南(1)

○堀切(15)

○南綾瀬(6)

○こすげ(14)

○西小菅(12)

○東綾瀬(19)

○上千葉(41)

○西亀有(23)

○宝木塚(21)

○青戸(25)
○中青戸(25)

○白鳥(0)

○亀青(15)

○道上(17) 

○中之台(17)

○新宿(29)

○末広(12) ○金町(16)

○原田(13)

○東金町(6)

○半田(4)

○柴原(22)

○北野(17)

○住吉(23)

○高砂(17)

○柴又(17)  

○東柴又(25)

○細田(23)

○鎌倉(11)

○東水元(25)

○水元(20)

○幸田(36)

○花の木(6)

○飯塚(12)

小学校別ぜん息り患者数

セントラルウェルネスクラブ
京成小岩
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ぜん息児水泳教室応募者　地域分布（30年度）

前年度参加者
（29年度　水泳教室参加者）

東部地域

西部地域

南部地域

北部地域

17人

7人

6人

1人

30年度　水泳教室応募者　　53人

25人

11人

11人

6 人

25人
11人

11

6人

セントラルウェルネスクラブ
京成小岩
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